
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

袁枚の性霊観

西村, 秀人

https://doi.org/10.15017/2332644

出版情報：文學研究. 82, pp.93-119, 1985-03-30. 九州大学文学部
バージョン：
権利関係：



衷
枚
の
性
霊
観
（
西
村
）

一
、
序

哀

恩

江
南
に
在
る
こ
と
四
十
年

哀
枚
は
五
十
歳
の
時
の
詩
「
九
月
六
日
、
相
公
の
起
程
す
る
を
送
り
、
路
上
十
首
を
奉
呈
す
」
其
の
一

恩
在
江
南
四
十
年

山
光
水
色
證
纏
綿

行
期
偏
近
重
陽
日

山
光
水
色
尽
く
纏
綿
た
り

行
期
は
偏
へ
に
重
陽
の
日
に
近
く

剛
超
黄
花
晩
節
天
剛
へ
に
鯰
ふ
黄
花
晩
節
の
天

と
詠
じ
る
。
哀
枚
が
「
恩
」
の
一
字
を
以
て
そ
の
心
情
を
表
わ
す
「
相
公
」
と
は
手
継
善
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
手
継
善
と
い
う
人

は
、
哀
枚
が
二
十
四
歳
の
時
、
二
甲
五
名
の
好
成
績
を
以
て
進
士
に
及
第
し
て
翰
林
院
庶
吉
士
に
抜
擢
さ
れ
た
際
、
こ
れ
に
異
議
を
さ
し

は
さ
む
者
と
力
争
し
て
哀
枚
を
支
持
し
、
ま
た
哀
枚
が
二
十
七
歳
の
時
、
翰
林
院
を
出
さ
れ
て
各
地
の
知
県
の
職
に
あ
っ
た
頃
に
も
何
か

と
目
を
か
け
、
特
に
、
哀
枚
三
十
三
歳
の
時
に
は
、
哀
枚
を
高
郵
の
太
史
に
推
し
た
人
物
で
あ
る
。
高
郵
の
太
史
の
こ
と
は
吏
部
に
阻
ま

れ
て
遂
に
実
現
せ
ず
、
哀
枚
は
「
萬
念
都
て
損
除
す
」
（
詩
集
巻
七
、
雑
詩
八
首
之
其
五
）
と
詠
じ
て
知
県
の
職
を
辞
し
、
山
居
す
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の
経
過
こ
そ
、
哀
枚
の
人
生
観
の
転
換
の
発
端
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
更
に
は
、
そ
の
後
の
衷
枚
の
性
情
を
培
う
も
の
で
も
あ

枚

の

性

霊

観

西

村
（
詩
集
巻
十
九
）
に
、

秀

人
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讀
書
鎮
日
為
書
忙
書
を
読
む
こ
と
鎮
日
に
し
て
書
忙
を
為
す
も

別
有
清
眸
一
寸
光
別
に
清
眸
一
寸
の
光
有
り

山
に
問
ふ
も
山
は
告
げ
ず

古
今
同
一
局
古
今
は
同
一
の
局
な
り

我
後
更
何
人
我
れ
の
後
更
に
何
人
な
ら
ん

以
我
今
日
檄

尋
公
往
日
業

逝
者
如
斯
夫

公
が
往
日
の
楽
を
尋
ぬ

逝
く
者
は
斯
く
の
如
き
か

園
名
は
卜
を
改
め
ず

我
が
今
日
の
歓
を
以
て

っ
た
の
で
あ
る
。

隧
之
時
義
大

園
名
不
改
卜

問
山
山
不
告

さ
て
、
三
十
竺
歳
の
時
、
南
京
郊
外
の
小
倉
山
に
隋
氏
の
織
造
園
を
得
た
哀
枚
は
、
そ
の
翌
年
「
随
園
雑
興
」

易
経
随
卦
象
伝
の
「
隣
の
時
義
は
大
な
る
か
な
」
を
引
き
、
更
に
は
、
「
逝
く
者
は
斯
く
の
如
き
か
」
、

ら
ん
」
と
云
っ
て
自
分
の
運
命
を
卜
し
、
山
居
に
入
っ
た
哀
枚
で
あ
っ
た
が
、
事
実
と
し
て
の
哀
枚
は
、
一
―
―
十
七
歳
の
時
、
陳
西
に
知
県

と
し
て
再
出
仕
し
て
い
る
。
し
か
し
後
年
、
衷
枚
は
こ
の
再
出
仕
を
悔
い
て
、
自
分
の
山
居
は
あ
く
ま
で
三
十
三
歳
の
時
に
始
ま
る
の
で

あ
る
と
、
頗
り
に
自
分
の
詩
に
詠
み
こ
ん
で
い
る
。
こ
の
事
は
、
吏
部
に
阻
ま
れ
て
高
郵
の
太
史
た
り
得
な
か
っ
た
、
換
言
す
れ
ば
官
僚

と
し
て
の
栄
達
の
道
を
阻
ま
れ
て
し
ま
っ
た
と
念
う
、
哀
枚
の
怨
念
で
は
な
い
か
と
さ
え
私
に
は
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は

と
も
か
く
と
し
て
、
哀
枚
は
三
十
八
歳
の
時
、
再
び
山
居
す
る
に
あ
た
っ
て
次
の
詩
を
作
る
。

随
の
時
義
は
大
な
れ
ば

（
前
略
）

巻
六
）
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
詠
む
。

ま
た
、

「
我
れ
の
後
更
に
佃
人
な

（
詩
集
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そ
し
て
、
三
十
八
歳
の
時
に
は
次
の
よ
う
に
詠
じ
る
。

（
詩
集
巻
六
、
十
九
日
梅
波
招
孟
亭
南
憂
再
集
得
観
字
）

自
琥
稲
随
園
自
ら
号
し
て
随
園
と
称
す

所
以
主
人
翁
所
以
に
主
人
翁
は

雨
無
く
ば
且
ち
盤
桓
す

こ
の
詩
に
み
え
る
「
三
分
の
周
孔
二
分
の
荘
」
の
句
に
こ
め
た
哀
枚
の
意
識
は
、
論
述
を
す
す
め
る
に
つ
れ
て
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
つ
も

り
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
、
哀
枚
は
三
十
八
歳
以
降
終
生
に
わ
た
っ
て
山
居
し
、
在
野
の
詩
人
と
し
て
漸
次
に
声
名
を
は
せ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。
こ
の
経
過
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
今
一
度
哀
枚
三
十
四
歳
の
時
の
詩
と
三
十
八
歳
の
時
の
詩
を
み
て
み
よ
う
。
先
ず
、
哀
枚

幽
花
隣
春
開

好
香
随
風
博

有
月
便
蹄
去

無
雨
且
盤
桓

問
我
飲
不
飲

存
杯
聴
自
然

我
れ
に
飲
む
か
飲
ま
ざ
る
か
と
問
へ
ば

し
た
が

杯
を
存
し
て
自
然
に
聴
ふ

こ
の
詩
で
哀
枚
は
、
自
分
は
こ
れ
か
ら
自
然
に
隧
っ
て
自
然
を
行
う
の
だ
、
そ
の
故
に
障
園
と
号
す
る
こ
と
に
す
る
、
と
云
う
。

哀
枚
の
性
霊
観
（
西
村
）

月
有
れ
ば
便
ち
帰
り
去
り

好
香
風
に
隣
ひ
て
伝
ふ

幽
花
春
に
隧
ひ
て
開
き

（
前
略
）

は
三
十
四
歳
の
時
に
、
次
の
よ
う
に
詠
じ
る
。

問
我
錦
心
向
何
虜

三
分
周
孔
二
分
荘

我
に
帰
心
何
虞
に
向
ふ
か
と
問
へ
ば

三
分
の
周
孔
二
分
の
荘

（
詩
集
巻
九
、
山
居
絶
句
）
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二
、
哀
枚
の
心
が
懐
抱
す
る
、
神
秘
と
不
可
思
議
。

哀
枚
の
詩
集
に
よ
っ
て
追
究
す
る
。

不
弄
襄
瑶
弄
水
緒

自
指
頭
衡
堪
辟
暑

こ
の
詩
で
哀
枚
は
、
三
十
三
歳
の
時
の
桂
冠
を
強
く
意
識
し
て
、
「
襄
瑶
」
「
頭
衡
」
を
前
生
の
性
に
属
す
る
も
の
と
し
、
今
後
は
「
空
明

を
愛
し
」
「
水
精
を
弄
ぶ
」
こ
と
を
以
て
自
ら
の
性
に
し
て
い
く
と
表
明
す
る
。
官
僚
と
し
て
の
栄
達
の
望
み
を
絶
た
れ
た
哀
枚
の
憤
懲

が
、
い
か
に
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
逆
に
、
今
後
在
野
の
詩
人
と
し
て
生
き
て
ゆ
く
と
す
る
決
意
が
、

あ
っ
た
か
は
、

こ
の
詩
に
示
さ
れ
る
「
前
生
」
の
一
語
を
も
っ
て
し
て
も
、
十
分
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
三
十
八
歳
以
後
の
哀
枚
の
性
は
ど
の
よ
う
に
培
わ
れ
、
そ
の
感
性
は
ど
の
よ
う
に
鋭
ぎ
す
ま
さ
れ
、
そ
の
性
情
は
ど
の
よ

う
に
表
出
さ
れ
て
、
詩
と
な
り
詩
観
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
私
は
、
そ
こ
に
培
わ
れ
る
哀
枚
の
性
・
性
情
の
様
態
を
、
主
と
し
て

後
に
在
野
の
詩
人
と
し
て
「
隣
園
居
士
」
と
号
し
た
哀
枚
は
、
「
詩
は
情
に
由
り
て
生
ず
る
者
な
り
」

「
詩
は
各
人
の
性
情
の
み
」
（
文
集
巻
十
七
、
答
施
蘭
屹
論
詩
壽
）
と
論
じ
、
「
人
は
各
ミ
千
秋
に
性
情
有
り
」
（
詩
集
巻
十
四
、
朱
請
）
と
詠
じ
る
。

こ
の
よ
う
な
詩
論
を
展
開
す
る
以
上
、
哀
枚
の
詩
に
は
、
玉
衷
枚
自
身
の
性
情
が
表
出
さ
れ
て
い
る
と
断
じ
て
さ
し
つ
か
え
あ
る
ま
い
。
ま

た
哀
枚
は
、
「
夫
れ
性
は
儒
な
り
、
情
は
用
な
り
」
（
文
集
巻
二
十
三
、
著
復
性
轡
後
）
と
も
云
う
。

（
詩
集
巻
九
、
消
夏
詩
十
二
首
書
房
寄
何
孝
廉
其
四
）

一
條
泳
上
是
前
生

一
條
の
泳
上
是
れ
前
生
な
り

自
ら
頭
衡
を
指
さ
せ
ば
暑
を
辟
く
る
に
堪
ふ

襄
瑶
を
弄
ば
ず
し
て
水
精
を
弄
ぶ

年
来
心
性
愛
空
明
年
来
心
性
は
空
明
を
愛
し

そ
れ
で
は
、

心
の
体
で
あ
る
哀
枚
自
ら

い
か
に
厳
し
い
も
の
で

（
文
集
巻
三
十
、
答
賎
園
論
詩
害
）
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一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
が
懐
抱
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
哀
枚
の
詩
を
み
る
時
、
先
ず
私

の
目
を
惹
く
特
徴
的
な
こ
と
が
ら
は
、
天
乃
至
天
に
関
わ
る
語
、
或
は
自
然
や
真
宰
の
語
、
ま
た
偶
然
、
運
命
、
輪
回
、
因
縁
に
関
わ
る

語
が
極
め
て
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
年
齢
を
追
っ
て
例
詩
を
挙
げ
、
そ
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
追
究
す
る
。

哀
枚
は
四
十
五
、
六
歳
の
時
の
詩
「
自
嘲
」
（
詩
集
巻
十
六
）
に
、

う
ち

小
眠
斎
の
裏
苦
吟
の
身

織
か
に
中
年
を
過
ぎ

無
子
為
名
又
買
春

自
笑
匡
時
好
才
調

被
天
強
派
作
詩
人

と
云
う
。
こ
の
詩
で
哀
枚
は
、
か
つ
て
の
自
分
の
熱
い
匡
時
の
志
に
反
し
て
、
隠
棲
の
書
斎
に
苦
吟
す
る
詩
人
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
現
在
の
境
遇
に
自
嘲
す
る
。
し
か
し
哀
枚
は
、

そ
も
そ
も
、
か
か
る
境
遇
を
招
来
し
た
発
端
は
、
こ
の
詩
に
よ
れ
ば
、

の
心
な
の
で
あ
る
。

党
に
猿
鳥
と
同
に
芳
隣
を
結
ぶ

官
有
る
も
仕
へ
ず
し
て
偏
へ
に
楽
し
み
を
尋
ね

さ
け

子
無
く
し
て
名
を
為
し
又
春
を
買
ふ

ら

ず

、

「

猿

鳥

と

同

に

芳

隣

を

結

ぶ

」

に

至

ら

し

め

た

、

「

偶

ミ

」

の

心

で

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
偶
々
の
心
に
随
い
、
偏
え
に
詩
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
こ
そ
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
衷
枚
に
と
っ
て
時
宜
に

哀
枚
の
性
霊
観
（
西
村
）

哀
枚
が
尊
崇
す
る
孔
子
は
、

哀
枚
自
身
の
、
自
分
で
も
説
明
の
つ
き
か
ね
る
混
沌
と
し
た

そ
れ
に
も
か
か
わ

に
拘
泥
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

「
偶
ミ
雲
山
に
恋
し
」
た
哀
枚

天
に
強
ひ
て
派
せ
ら
れ
て
詩
人
と
作
る

自
笑
す

老
ひ
も
亦
た
新
た
な
り

時
を
匡
す
の
好
才
調

「
官
有
る
も
仕
へ
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、
す
で
に
辞
官
或
は
仕
官
と
い
う
そ
の
事
自
体

「
鳥
獣
は
共
に
同
群
す
可
か
ら
ず
」
（
論
語
微
子
篇
）
と
明
言
し
た
。

偶
懇
雲
山
忘
故
土

覚
同
猿
烏
結
芳
隣

有
官
不
仕
偏
尋
築

偶
ミ
雲
山
に
恋
し
て
故
土
を
忘
れ

小
眠
齋
裏
苦
吟
身

穫
過
中
年
老
亦
新

の
性
に
は
、
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柏
舟
此
こ
を
去
り

解
ら
な
い
と
す
る
自
ら
の
心
の
不
可
思
議
さ
と
、
ひ
い
て
は
そ
れ
に
纏
わ
る
運
命
観
を
さ
え
も
含
ま
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
ギ
登
枚
は
四
十
七
、
八
歳
の
時
の
詩
「
女
は
壻
の
枢
を
扶
け
て
呉
に
還
る
。
詩
を
作
り
て
之
を
送
る
」

の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

柏
舟
此
去
雪
盈
途

一
曲
離
鸞
萬
木
枯
一
曲
の
離
鸞
万
木
枯
る

後
會
自
然
来
世
有
後
会
は
自
然
来
世
に
有
り

佳
期
忠
奈
半
年
無
佳
期
は
忠
奈
ん
せ
ん
半
年
無
し

好
如
郎
在
安
眠
食
好
＜
郎
の
在
す
が
如
く
し
て
眠
食
に
安
ん
じ

莫
帯
喘
痕
封
舅
姑
暗
痕
を
帯
び
て
舅
姑
に
対
す
る
莫
れ

梯
似
成
行
偏
汝
獨
梯
如
行
を
成
す
も
偏
へ
に
汝
独
り
の
み

未
知
何
虜
績
遺
孤
未
だ
何
慮
に
遺
孤
を
続
ぐ
か
を
知
ら
ず

夫
に
先
だ
た
れ
た
我
が
娘
に
対
し
、
「
後
會
は
自
然
来
世
に
有
り
」
と
思
い
や
る
父
親
哀
枚
の
心
情
が
胸
を
打
つ
。
と
こ
ろ
で
、
「
あ
の
世

で
会
え
る
」
と
い
う
よ
う
な
心
情
は
、
意
識
的
な
心
の
は
た
ら
き
に
従
う
日
用
平
常
の
場
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
（
経
綸
の
場
は
い
う
ま
で
も

な
い
）
が
故
に
、
日
頃
は
表
面
に
現
わ
れ
な
い
、
不
意
の
情
の
吐
露
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
、
我
々
に
も
よ
く
の
み
こ
め
る
人
情
で
は
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
哀
枚
が
用
い
る
自
然
の
語
が
、
基
本
的
に
、
天
地
の
運
行
の
自
然
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
（
た
と
え
ば
前
出
、
十

九
日
梅
波
招
孟
亭
南
憂
再
集
得
観
字
詩
参
照
）
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
詩
で
哀
枚
が
思
い
を
こ
め
た
自
然
観
は
、

雪
途
に
盈
つ

い
か
に
も
特
異
で
あ
り
、
不
可

（
詩
集
巻
十
七
）
に
は
、
次

か
な
い
自
然
に
か
な
っ
た
道
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
更
に
言
を
加
え
れ
ば
、
そ
れ
が
ま
た
、
衷
枚
の
意
地
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
に
し
て

も
何
故
に
自
分
は
こ
う
し
て
ひ
た
す
ら
山
居
の
書
斎
に
独
り
苦
吟
す
る
詩
人
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
か
、
こ
の
何
か
し
ら
遣
り
切
れ
ぬ
懐

い
を
哀
枚
は
、
天
の
無
理
無
態
だ
と
い
う
諧
諺
を
混
じ
え
て
自
嘲
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
哀
枚
は
こ
の
詩
に
、
自
分
で
も
よ
く
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安
排
歳
月
錦
清
福

笑
看
雲
姻
過
太
虚

若
肯
癌
綸
原
解
事

偶
貪
花
竹
覚
閉
居

年
来
剰
有
醗
人
虞

衷
枚
の
性
霊
観
（
西
村
）

（
前
略
）

年
来
人
に
験
る
虞
を
剰
有
す

偶
ミ
花
竹
を
貪
り
て
覚
に
閉
居
す

肯
へ
て
経
綸
す
る
が
若
き
は
原
よ
り
事
を
解
す
も

排
に
歳
月
に
安
ん
じ
て
清
福
に
帰
し

雲
姻
を
笑
看
し
て
太
虚
に
過
す

で
あ
っ
た
。
因
み
に
、
こ
の
隋
園
隠
棲
は
、
六
十
歳
の
時
に
は
、

嘆
息
天
心
非
草
草

安
排
此
虞
老
衰
安

天
心
は
草
草
に
非
ず

排
に
此
虞
に
安
ん
ず
老
哀
安

嘆
息
す

毎
上
山
顛
獨
俺
蘭

と
云
う
。
前
述
に
み
た
よ
う
に
、
隧
園
隠
棲
は
、
哀
枚
に
と
っ
て
は
、
自
分
に
も
不
可
解
な
偶
々
の
心
の
所
為
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

の
四
十
五
、
六
歳
の
頃
の
、
「
天
に
強
ひ
て
派
せ
ら
れ
て
詩
人
と
作
る
」
と
云
う
哀
枚
は
、
ま
だ
仕
合
わ
せ
を
実
感
で
き
る
境
遇
に
は
い

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
の
詩
で
哀
枚
は
、
そ
の
随
園
隠
棲
を
客
観
的
に
み
な
が
ら
、
こ
れ
を
天
の
草
々
に
非
ざ
る
神
秘
的
に

も
絶
妙
の
安
排
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
仕
合
わ
せ
に
感
嘆
す
る
。
人
情
の
常
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
頃
の
哀
枚
は
既
に
確
固
た
る
名
声
の
人

毎
に
山
顛
に
上
り
て
独
り
蘭
に
俺
る

愛
将
棲
閣
自
家
看

思
議
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
に
哀
枚
が
、
因
縁
は
天
に
由
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
現
世
に
因
が
あ
れ
ば
来
世
に
縁
が
あ
る
と
す
る
思

想
（
後
述
）
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
私
は
こ
こ
で
、
哀
枚
が
こ
の
よ
う
な
人
間
の
不
可
思
議
な
不
意
の
情
、
し
か
も
や
む
に
や

ま
れ
ぬ
情
と
い
う
も
の
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
れ
を
天
地
自
然
に
本
づ
け
よ
う
と
す
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

尋
い
で
、
哀
枚
は
五
十
一
、
二
歳
の
時
の
詩
「
人
の
随
園
を
問
ふ
に
答
ふ
」
＋
七
首
の
其
の
十
七
（
詩
集
巻
二
十
）
に
は
、

み
ず
か
ら

楼
閣
を
ば
自
家
看
る
を
愛
し
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九
十
萱
堂
萬
巻
書

万
巻
の
書

（
詩
集
巻
二
十
四
、
六
十
、
四
首
之
其
1

一）

と
詠
じ
ら
れ
る
。
こ
の
経
過
は
す
な
わ
ち
、
前
に
み
た
よ
う
に
、
い
わ
ば
自
分
の
性
の
転
換
を
図
っ
て
、
自
分
の
人
生
を
山
居
に
賭
け
た

哀
枚
が
、
初
め
は
そ
れ
を
不
可
思
議
な
偶
々
の
心
と
詠
じ
、
や
が
て
は
そ
れ
を
神
秘
的
な
天
の
安
排
と
自
覚
し
、
更
に
は
そ
の
不
可
思
議

に
し
て
神
秘
的
な
も
の
の
懐
抱
を
貪
欲
な
ま
で
に
培
っ
て
、
そ
れ
を
前
生
の
こ
と
で
あ
る
と
し
た
経
綸
と
鋭
く
対
置
さ
せ
、
そ
の
緊
張
関

係
の
中
で
純
ら
詩
人
と
し
て
生
き
抜
こ
う
と
す
る
、
哀
枚
の
人
生
の
経
過
で
は
あ
る
ま
い
か
。

要
す
る
に
、
哀
枚
は
心
の
不
可
思
議
な
は
た
ら
き
と
天
の
神
秘
的
な
は
た
ら
き
と
を
、
自
ら
の
人
生
の
已
む
を
得
ざ
る
の
心
情
に
お
い

て
結
び
つ
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
ギ
衷
枚
は
六
十
一
、
二
歳
の
時
の
詩
「
往
事
に
感
じ
て
作
る
有
り
」
（
詩
集
巻
二
十
五
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
云
う
。

予
れ
鳳
齢
の
事
の
為
に
、
今
に
至
る
も
悟
悟
た
り
。
因
り
て
己
巳
の
春
卜
妾
せ
し
こ
と
を
憶
ふ
。
平
湖
に
良
家
子
有
り
。
楊
氏
は
贈

こ

と

さ

ら

ゃ

と

る
を
許
す
も
見
ゆ
る
を
許
さ
ず
。
事
は
故
に
中
止
す
。
舟
を
買
ひ
て
蹄
る
に
及
ん
で
、
其
の
家
、
余
を
追
ふ
。
往
に
見
ゆ
る
と
き
は

お
こ

則
ち
店
作
り
て
行
く
能
は
ざ
り
し
な
り
。
嗣
後
、
或
は
交
腎
失
し
、
或
は
来
蹄
の
後
、
又
遣
去
さ
る
。
舛
午
の
膠
輯
、

ら
ず
。
大
い
に
仏
氏
の
因
縁
の
説
に
悟
る
有
り
。
故
に
是
の
詩
を
作
る
。

綺
麗
情
懐
閲
歴
身
綺
甕
な
る
情
懐
閲
歴
の
身

青
天
碧
海
漫
尋
春
青
天
碧
海
に
漫
り
に
春
を
尋
ぬ

毎
看
遭
際
千
般
幻
毎
に
遭
際
千
般
の
幻
を
看

始
信
因
縁
雨
字
真
始
め
て
因
縁
の
両
字
の
真
な
る
を
信
ず

花
到
手
時
偏
不
折

璧
従
懐
後
縛
生
嘆

璧

懐
に
従
ふ
の
後
は
転
ミ
嘱
を
生
ず

花

手
に
到
る
時
は
偏
へ
に
折
ら
ず

九
＋
の
萱
堂

一
に
し
て
足
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暗
中
覚
有
牽
絲
者

笑
我
徒
為
愧
儡
人

必
ず
解
く
可
か
ら
ざ
る
の
情
有
り
て
、

す
な

而
る
後

哀
枚
は
六
十
三
歳
に
し
て
よ
う
や
く
後
継
の
男
子
阿
遅
を
得
る
の
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
詩
は
、
阿
遅
を
得
る
前
、
哀
枚
六
十
一
、

二
歳
の
頃
の
作
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詩
の
序
に
「
鳳
齢
の
事
」
と
い
う
の
は
、
五
十
八
歳
の
時
に
哀
枚
が
、
「
枯
楊
の
梯
と
為
す
を
欲
せ
ず
、

為
に
少
年
郎
を
揮
び
て
之
に
嫁
が
し
む
」
（
詩
集
巻
二
十
三
、
三
月
六
日
作
序
）
と
い
う
娘
の
こ
と
で
あ
る
。
因
み
に
、
「
枯
楊
の
梯
」
と
は
、

『
易
』
に
み
え
る
言
葉
で
あ
り
、
そ
の
「
大
過
」
の
卦
の
九
二
の
交
辞
に
は
、
「
枯
楊
梯
を
生
ず
。
老
夫
そ
の
女
妻
を
得
た
り
。

ざ
る
な
し
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
占
い
は
吉
と
出
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
哀
枚
は
、
こ
の
鳳
齢
を
手
折
る
に
し
の
び
ず
、
鳳
齢
に
自
分
の
子

を
生
ま
せ
る
こ
と
を
諦
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
い
ま
だ
に
後
継
の
男
子
を
得
な
い
哀
枚
は
、
若
か
り
し
三
十
四

歳
の
頃
の
卜
妾
の
こ
と
を
追
憶
し
、
も
し
あ
の
時
楊
家
の
子
女
と
結
ば
れ
て
い
た
ら
、
早
に
後
継
の
男
子
を
得
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
の

に
と
い
う
感
慨
を
こ
め
な
が
ら
、
鳳
齢
の
こ
と
に
し
ろ
楊
家
の
子
女
の
こ
と
に
し
ろ
、
人
生
に
お
け
る
男
女
遭
際
の
、
ま
ま
な
ら
ぬ
不
可

思
議
さ
を
詠
じ
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
哀
枚
は
、
「
詩
は
情
に
由
り
て
生
ず
る
者
な
り
。

必
ず
朽
つ
可
か
ら
ざ
る
の
詩
有
り
。
情
の
最
も
先
ん
ず
る
所
は
、
男
女
に
如
く
は
莫
し
」
（
文
集
巻
三
十
、
答
賎
園
論
詩
書
）
と
云
う
。

わ
ち
哀
枚
は
、
男
女
の
間
の
情
こ
そ
、
後
天
的
な
規
制
に
拘
束
さ
れ
難
い
最
も
先
天
的
な
、
そ
し
て
不
可
解
な
、
し
か
し
人
間
の
真
の
情

で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ
不
朽
の
詩
は
生
ま
れ
る
の
だ
と
云
う
。
哀
枚
の
こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
世
間
の
と
か
く
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
に

も
な
る
の
で
あ
る
が
、
六
十
一
、
二
歳
に
な
っ
て
い
ま
だ
に
後
継
の
男
子
の
な
い
哀
枚
の
運
命
観
は
、
切
実
に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ

う
こ
と
は
注
意
し
て
お
い
て
よ
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
も
か
く
、
こ
の
詩
で
哀
枚
は
、
自
分
に
す
ら
不
可
解
な
自
己
の
真
情
の

遭
遇
す
る
不
可
思
議
な
運
命
の
あ
り
よ
う
を
嘆
じ
、
党
に
は
、
因
縁
と
い
う
こ
と
に
想
到
し
て
始
め
て
悟
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
。
更

に
加
言
す
れ
ば
、
哀
枚
に
と
っ
て
そ
の
因
縁
と
は
、
自
己
の
真
情
に
忠
実
に
随
う
人
間
が
遭
遇
せ
ざ
る
を
え
な
い
、
暗
く
不
可
思
議
な
一

種
運
命
的
な
力
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

哀
枚
の
性
霊
観
（
西
村
）

我
を
笑
ひ
て
徒
ら
に
愧
儡
の
人
と
為
ら
し
む

暗
中
党
に
糸
を
牽
く
者
有
り

利
あ
ら
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喜
無
元
霜
侵

穴
深
不
可
測

誘
我
往
前
導

忽
然
一
梁
横

故
意
将
人
拗

元
霜
の
侵
す
無
き
を
喜
び

我
を
誘
ひ
て
前
に
導
く

忽
然
と
し
て
一
梁
横
た
わ
り

く
じ

故
意
に
人
を
拗
＜

穴
深
く
し
て
測
る
可
か
ら
ず

丹
臣
は
低
く
窮
を
設
＜

古
藤
高
挙
空

丹
臣
低
設
竃

古
藤
は
高
く
空
を
祭
み

溶
溶
石
乳
滴

牒
牒
仙
鼠
跳

牒
牒
と
し
て
仙
鼠
跳
ぶ

浩
溶
と
し
て
石
乳
滴
ち

（
前
略
）

帰
せ
し
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
関
わ
っ
て
私
が
格
別
に
興
味
を
覚
え
る
の
は
、
哀
枚
六
十
六
歳
の
時
の
詩
に
、
「
要
ら
ず
知
る
べ
し
、
萬
事
は
絡
て
天
に

由
り
、
半
ば
は
是
れ
因
縁
、
半
ば
は
福
量
な
る
を
」
（
詩
集
巻
二
十
七
、
曹
子
建
有
感
婚
賦
余
倣
之
作
感
婚
詩
寄
省
堂
）
と
あ
り
、
ま
た
、
六
十

八
歳
の
時
の
詩
に
も
、
「
定
め
て
前
縁
の
在
る
有
り
、
青
天
の
明
月
は
知
る
」
（
詩
集
巻
二
十
九
、
寄
徳
中
師
）
と
云
い
、
更
に
は
、
七
十
歳

か
ら
七
十
一
歳
の
時
の
詩
で
は
、
「
縁
の
由
り
て
来
た
る
所
、
其
中
に
競
に
因
無
か
ら
ん
や
、
知
る
者
は
其
れ
天
か
、
板
板
と
し
て
偏
ヘ

に
も
の
言
は
ず
」
（
詩
集
巻
三
十
一
、
遣
懐
雑
詩
二
十
四
首
之
其
七
）
と
詠
ん
で
、
因
縁
を
積
極
的
に
認
め
た
上
で
、
究
極
的
に
は
こ
れ
を
天
に

要
す
る
に
哀
枚
は
、
人
間
の
已
む
な
き
真
情
が
織
り
な
す
人
生
の
文
は
、
常
理
を
以
て
は
律
し
え
な
い
不
可
思
議
な
一
種
運
命
的
な
力

に
、
如
何
ん
と
も
し
難
く
操
ら
れ
て
生
ず
る
と
し
、
こ
れ
を
や
は
り
天
の
神
秘
的
な
は
た
ら
き
に
由
る
も
の
で
あ
る
と
意
識
す
る
の
で
あ
る
。

尋
い
で
、
哀
枚
は
六
十
四
、
五
歳
の
時
の
詩
「
紫
雪
、
金
鼓
諸
洞
に
遊
ぶ
」
（
詩
集
巻
二
十
六
）
に
次
の
よ
う
に
詠
じ
る
。
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永
辟
白
日
照

因
空
始
見
妙

頑
石
猶
有
痰
頑
石
す
ら
猶
ほ
痰
有
り

真
宰
の
神
秘
的
で
偉
大
な
心
は
、
ま
っ
暗
な
地
の
底
の
頑
石
を
、
は
っ
と
す
る
程
に
美
し
い
、
え
も
言
え
ぬ
自
然
の
造
形
に
昇
華
せ
し
め

る
。
頑
石
す
ら
、
そ
の
真
宰
の
心
に
感
応
で
き
る
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
や
人
間
の
心
は
、
よ
り
柔
ら
か
に
鋭
敏
に
感
応
で
き
る
筈
で
は
な

こ
の
詩
で
哀
枚
は
、

い
か
、
と
衷
枚
は
云
う
。
「
真
宰
」
の
語
に
、
詩
人
哀
枚
は
荘
子
を
意
識
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

よ
う
な
、
個
人
の
孤
独
な
已
む
な
き
真
情
が
現
わ
す
、
人
間
の
心
の
深
く
陪
い
不
可
思
議
な
は
た
ら
き
は
、
た
と
え
そ
れ
が
常
理
の
光
の

外
に
は
み
出
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
む
し
ろ
そ
こ
に
こ
そ
天
の
心
の
は
た
ら
き
に
相
即
す
る
自
然
が
あ
る
と
し
て
、
そ
う
し
た
天
人
の

感
応
を
積
極
的
に
主
張
す
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
哀
枚
は
六
十
四
、
五
歳
の
時
の
詩
「
京
口
即
事
」
二
首
の
其
の
二
（
詩
集
巻
二
十
六
）
に
、

方
愁
三
日
泊

忽
又
一
帆
開

任
汝
聰
明
極

天
心
那
可
猜
天
心
那
ぞ
猜
る
可
け
ん
や

と
詠
む
。
こ
の
詩
で
哀
枚
は
、
三
日
の
足
止
め
を
愁
わ
し
く
思
い
始
め
た
と
こ
ろ
へ
、
突
然
に
舟
行
に
よ
い
風
を
天
が
も
た
ら
し
て
下
さ

衷
枚
の
性
霊
観
（
西
村
）

寄
語
世
間
人

汝
の
聡
明
の
極
な
る
に
任
さ
ん

忽
ち
又
一
帆
開
く

方
に
一
二
日
の
泊
を
愁
ふ
る
に

語
を
寄
す
世
間
の
人

空
に
因
り
て
始
め
て
妙
を
見
わ
す

憂
憂
喜
獨
造
憂
憂
と
し
て
独
造
を
喜
ぶ

闊
険
乃
出
奇
険
を
闘
わ
せ
て
は
乃
ち
奇
を
出
し

偉
哉
真
宰
心

偉
い
な
る
か
な
真
宰
の
心
は

永
く
白
日
の
照
を
辞
す

上
述
に
み
て
き
た
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安
放
傍
簾
梱

一
朝
天
厳
寒

雪
墜
兼
霜
封

園
花
盪
凋
敗

不
稲
此
花
紅

因
之
有
薄
寵

細
蕊
亦
疲
癒

天
厳
寒

雪
圧
し
兼
ね
て
霜
甜
ず

園
花
尽
く
洞
敗
し

細
蕊
も
亦
た
疲
痛
す

一
朝
安
放
せ
ら
れ
て
簾
構
に
傍
う

之
に
囚
り
て
薄
寵
有
り

此
の
花
の
紅
に
称
は
ざ
る
を
慰
ず

翁
亦
態
頭
白

翁
は
亦
た
頭
白
の

欣
欣
開
春
風

設
身
為
梅
想

而
来
伴
衰
翁

而
来
衰
翁
に
伴
ふ

得
餌
心
仲
仲

不
典
衆
争
春

衆
と
春
を
争
は
ず

心
仲
仲
た
る
無
き
を
得

身
を
設
け
て
梅
と
為
り
て
想
へ
ば

欣
欣
と
し
て
春
風
に
開
く

其
時
花
千
樹

其
の
時
花
千
梱

置
之
磁
瓶
中

戯
れ
に
紅
梅
の
枝
を
折
り

之
を
磁
瓶
の
中
に
置
く

っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
気
紛
れ
ぶ
り
に
は
些
か
の
諧
誌
を
こ
め
な
が
ら
も
、
自
分
の
心
の
動
き
を
神
秘
的
な
洞
察
力
を
以
て
明
知
し

た
天
に
、
敬
意
を
表
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
で
も
衰
枚
は
、
自
分
の
心
の
動
き
と
天
の
心
の
は
た
ら
き
と
を
感
応
さ
せ
る
。

ま
た
、
衰
枚
は
同
じ
く
六
十
四
、
五
歳
の
時
の
詩
「
瓶
中
の
梅
に
感
ず
」
（
詩
集
巻
二
十
六
）
に
、

戯
折
紅
梅
枝
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視
我
瓶
中
梅

精
神
方
隆
隆

如
以
金
屋
妹

並
非
情
所
鍾

偶
然
興
到
耳

採
取
由
笑
童

自
嘆
七
十
翁

遠
行
原
非
理

金
屋
の
妹
を
以
て

山
村
の
農
を
下
視
す
る
が
如
し

登
に
知
ら
ん
や
我
れ
折
り
し
時

け
つ並
し
て
情
の
鍾
ま
る
所
に
は
非
ざ
る
を

偶
然
興
到
る
の
み

万
事
皆
天
公
な
り
と

と
詠
む
。
こ
の
詩
で
哀
枚
は
、
自
分
の
日
用
平
常
の
場
に
お
け
る
情
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
偶
々
起
っ
た
不
意
の
興
に
ま
か
せ
て
手
折
っ

た
梅
の
花
が
、
却
っ
て
そ
の
為
に
奇
し
く
も
、
初
め
こ
そ
自
分
の
薄
寵
に
遭
っ
た
と
は
い
え
、
結
局
は
常
理
を
超
越
し
た
神
秘
的
な
天
の

は
た
ら
き
、
自
分
に
興
を
到
ら
し
め
た
神
妙
な
る
天
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
隆
盛
に
転
じ
た
こ
と
を
、
興
味
深
げ
に
詠
じ
て
い
る
。
こ
こ

で
も
明
ら
か
に
哀
枚
は
、
自
分
の
偶
々
の
心
の
動
き
と
天
の
心
の
は
た
ら
き
と
を
感
応
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

尋
い
で
、
哀
枚
六
十
九
歳
の
時
の
詩
「
舟
、
新
興
の
洲
に
移
り
、
風
の
覆
す
所
と
為
る
」

自
ら
嘆
ず
七
十
翁

哀
枚
の
性
霊
観
（
西
村
）

一
笑
語
梅
花

萬
事
皆
天
公

遠
行
は
原
よ
り
理
に
非
ず

一
笑
し
て
梅
花
に
語
る

凡
此
榮
興
枯

登
可
常
理
通

凡
そ
此
の
栄
と
枯
は

壺
に
常
理
の
通
ず
可
け
ん
や

採
取
は
笑
童
に
由
る

下
視
山
村
農

豊
知
我
折
時

精
神
方
に
隆
隆
た
り

我
が
瓶
中
の
梅
を
視
る
に

（
詩
集
巻
三
十
）
に
は
、
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る
の
だ
と
云
う
。
ま
た
更
に
、

倫
作
滅
頂
占

亦
是
偶
然
耳

記
得
遼
海
人

遼
海
の
人
は

轄
生
大
歎
喜

徐
徐
旨
蓄
求

急
急
衣
裳
洗

急
々
に
衣
裳
は
洗
ふ

因
之
小
吹
飼

風
登
有
心
哉

未
必
憐
老
子

風
登
に
心
有
ら
ん
や

心
非
利
名
牽

興
従
山
水
起

倫
し
滅
頂
の
占
を
作
す
も

亦
た
是
れ
偶
然
な
る
の
み

未
だ
必
ず
し
も
老
子
を
憐
ま
ず

い
さ
さ

之
に
因
り
て
小
か
吹
飼
し

は
な
は

転
生
大
だ
歓
喜
す

徐
々
に
旨
蓄
は
求
め

お

ぼ

常
行
再
生
麓
常
に
再
生
の
礼
を
行
ふ
と
記
得
ゆ

と
云
う
。
哀
枚
は
抑
え
ぎ
れ
ぬ
衝
動
に
駆
ら
れ
て
遠
行
し
、
危
う
く
一
命
を
と
り
と
め
た
。
無
情
の
風
に
吹
か
れ
て
災
難
に
遭
っ
た
の
も

偶
然
な
ら
、
幸
い
に
一
命
を
と
り
と
め
た
の
も
偶
然
で
あ
る
。
ま
た
よ
し
ん
ば
、
そ
の
門
出
に
あ
た
っ
て
こ
の
旅
の
吉
凶
を
占
い
、
滅
頂

と
い
う
凶
の
卦
を
得
た
と
し
て
、
そ
れ
で
遠
行
を
思
い
と
ど
ま
っ
て
い
た
に
し
ろ
、
或
は
敢
え
て
遠
行
し
て
い
た
に
し
ろ
、
無
情
の
風
は

実
際
に
吹
い
て
、
舟
は
転
覆
し
た
の
で
あ
る
。
占
い
通
り
に
災
難
が
お
こ
る
の
も
神
秘
的
に
も
不
可
思
議
な
偶
然
の
一
致
で
あ
り
、
ま
た
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
危
う
か
っ
た
一
命
を
と
り
と
め
た
の
も
不
可
思
議
な
偶
然
な
の
だ
と
哀
枚
は
云
う
。
敢
え
て
言
を
加
え
れ
ば
、

は
、
人
間
の
思
議
を
超
え
た
運
命
的
な
力
、
哀
枚
自
身
の
言
葉
で
い
え
ば
偶
然
と
い
う
も
の
に
よ
っ
て
、
人
間
は
左
右
さ
れ
操
ら
れ
て
い

一
瞬
に
し
て
転
生
し
た
と
い
う
哀
枚
の
口
吻
に
は
、
そ
う
し
た
人
間
の
不
可
思
議
な
運
命
に
対
す
る
深
い

興
は
山
水
よ
り
起
る

心
は
利
名
の
牽
く
に
非
ざ
る
も

哀
枚
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と
こ
ろ
で
、
私
が
今
迄
の
論
述
に
引
用
し
た
、

例
え
ば
、

都
て
是
れ
当
初
よ
り
死
に
過
ぎ
来
る
な
り

人
人
に
死
有
り
何
ぞ
須
＜
緯
む
べ
け
ん
や

感
慨
さ
え
も
籠
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
要
す
る
に
哀
枚
は
、
こ
の
偶
然
の
語
に
、
不
可
思
議
さ
と
運
命
観
と
更
に
は
輪
回
転
生
観

尚
、
哀
枚
は
七
十
二
歳
か
ら
七
十
五
歳
頃
に
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
詩
を
詠
ん
で
い
る
。

臓
壷
春
婦
又
見
梅

三
才
萬
象
継
輪
回

人
人
有
死
何
須
緯

都
是
嘗
初
死
過
来

（
詩
集
巻
一
二
十
二
、
諸
公
娩
章
不
至
口
琥
四
首
催
之
其
四
）

「
三
オ
の
萬
象
は
継
て
輪
回
な
り
」
と
は
、
哀
枚
の
異
様
に
鋭
い
感
性
が
と
ら
え
る
、
極
め
て
神
秘
的
に
し
て
不
可
思
議
な
輪
回
転
生
観

で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
こ
に
私
は
、
哀
枚
が
詩
人
と
し
て
の
人
生
を
賭
け
た
、
心
の
神
秘
性
不
可
思
議
性
と
い
う
も
の
が
、
そ
の
人
生
で

い
か
に
執
念
深
く
培
わ
れ
特
異
な
も
の
に
養
わ
れ
て
き
た
か
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

「
隧
園
雑
興
」
詩
と

「
往
事
に
感
じ
て
作
る
有
り
」

ま
た
「
舟
、
新
興
の
洲
に
移
り
、
風
の
覆
す
所
と
為
る
」
詩
に
は
占
の
語
が
み
え
る
。
哀
枚
は
自
分
の
詩
に
、

い
、
そ
れ
以
上
に
多
く
卜
の
語
を
用
い
る
が
、
ま
た
著
を
取
り
て
筵
す
と
詠
む
場
合
も
あ
る
。
卜
応
巫
・
占
筵
が
不
可
思
議
を
含
む
も
の
で

あ
り
、
天
地
自
然
と
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
中
国
を
古
代
に
渕
っ
て
殷
周
の
時
代
、

卜
兆
を
見
、
そ
の
後
卜
5

巫
に
移
行
す
る
時
代
の
人
々
が
、
天
地
自
然
の
運
行
の
あ
り
か
た
に
、
神
秘
性
や
不
可
思
議
性
を
よ
り
強
く
抱
い

て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

さ
て
、
孔
子
を
尊
崇
す
る
哀
枚
の
詩
に
は
、
当
然
の
事
な
が
ら
、
道
徳
や
政
治
に
関
わ
る
も
の
も
多
い
。
し
か
し
、
右
に
み
て
き
た
よ

う
に
、
神
秘
や
不
可
思
議
に
関
わ
る
詩
は
更
に
多
く
、
就
中
、
天
乃
至
天
に
関
わ
る
語
は
数
え
る
に
勝
え
ぬ
程
で
あ
り
、
そ
の
は
た
ら
き

哀
枚
の
性
霊
観
（
西
村
）

騰
尽
き
れ
ば
春
帰
り
て
又
梅
を
見
る

す
べ

三
オ
の
萬
象
は
総
て
輪
回
な
り

を
も
籠
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
ば
し
ば
占
の
語
を
用

詩
に
は
卜
の
語
が
、
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も
極
め
て
多
様
多
彩
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
総
じ
て
い
え
ば
、
哀
枚
は
天
地
・
自
然
に
敬
愛
の
情
を
抱
ぎ
な
が
ら
、

そ
の
天
地
自
然
に
温
か
く
包
ま
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。
と
も
か
く
私
は
、
少
な
く
と
も
詩
人
哀
枚
の
性
情
に
は
、
就
中

そ
の
心
の
体
で
あ
る
性
に
は
、
彼
が
三
十
八
歳
以
降
貪
欲
に
執
念
深
く
、
ま
た
漸
次
に
厚
く
深
く
培
っ
て
き
た
と
こ
ろ
の
、
常
理
の
枠
組

で
は
促
え
ら
れ
な
い
神
祁
的
に
し
て
不
可
思
議
な
は
た
ら
き
を
す
る
も
の
が
、
究
極
的
に
天
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
懐
抱
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
か
め
た
。
そ
し
て
同
時
に
又
私
は
、
人
は
各
々
千
秋
に
性
情
あ
り
と
す
る
哀
枚
が
、
そ
の
よ
う
な
神
秘
的
に
し
て
不
可
思
議
な
は

た
ら
き
を
す
る
も
の
の
懐
抱
は
、
万
人
万
様
に
し
て
多
様
多
彩
で
あ
る
と
は
い
え
、
万
人
の
性
に
普
遍
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
性
霊
説

な
る
詩
文
論
を
展
開
し
た
の
も
宜
な
る
か
な
と
い
う
共
感
を
覚
え
た
。

三
、
衰
枚
の
性
情
観

私
が
第
二
章
で
述
べ
た
、
哀
枚
の
心
が
懐
抱
す
る
神
祁
と
不
可
思
議
の
様
態
は
、
大
体
に
お
い
て
、
す
で
に
中
国
に
伝
統
す
る
、
天
人

感
応
・
天
人
合
一
の
思
想
と
、
そ
の
軌
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
哀
枚
の
天
人
感
応
思
想
の
特
異
性
は
、
ど
の
よ
う
な

点
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
第
二
章
の
論
述
の
過
程
に
も
些
か
な
が
ら
含
ま
せ
て
き
た
よ
う
に
、

に
は
、
天
と
因
縁
と
を
結
び
、
三
オ
の
万
象
は
総
て
輪
回
な
り
と
す
る
の
な
ど
は
、
確
か
に
哀
枚
に
特
異
な
点
に
違
い
あ
る
ま
い
。
し
か

し
た
だ
単
に
、
因
縁
観
や
輪
回
観
ま
で
を
も
、
哀
枚
が
そ
の
性
に
と
り
こ
ん
だ
と
い
う
点
だ
け
が
、
哀
枚
の
天
人
感
応
思
想
に
お
け
る
格

別
な
特
異
性
で
あ
ろ
う
か
。
哀
枚
の
性
霊
観
を
追
究
す
る
に
当
っ
て
、
私
は
こ
の
点
に
留
意
し
な
が
ら
、
今
少
し
く
、
ギ
登
枚
の
性
情
並
び

に
そ
の
性
情
観
を
ほ
り
さ
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

哀
枚
は
四
十
歳
の
時
に
、
次
の
よ
う
な
詩
を
詠
む
。

編
得
新
詩
十
巻
成

新
詩
を
編
み
得
て
十
巻
成
り

―っ
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自
招
黄
鳥
聴
歌
整

哀
枚
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
、
自
分
の
性
情
の
詩
・
性
霊
の
詩
は
、
必
ず
後
世
に
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
自
信
を
示
す
。
在
野
の
詩

人
と
し
て
の
執
念
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
哀
枚
は
四
十
二
歳
の
時
、

聖
人
重
垢
行
聖
人
は
朗
行
を
重
ん
じ

道
を
以
て
自
ら
拘
せ
ず

其
の
治
は
清
平
を
貴
び

瑣
瑣
角
毛
鄭

空
空
談
程
朱

求
之
日
益
厳

之
を
求
む
る
こ
と
日
に
益
ミ
厳
し
く
し
て

自
ら
黄
鳥
を
招
き
て
歌
声
を
聴
く

「
偶
然
作
」
＋
三
首
の
其
の
十
三
（
詩
集
巻
十
一
1

一
）
に
お
い
て
、

科
條
は
簡
に
し
て
且
つ
疎
な
り

瑣
々
と
し
て
毛
鄭
を
角
ひ

空
々
と
し
て
程
朱
を
談
ず

哀
枚
の
性
霊
観
（
西
村
）

博
心
無
異
趨
伝
心
し
て
異
趨
無
し

（
中
略
）

一
千
年
有
餘

治
民
無
多
談

治
民
に
多
談
無
く

一
千
年
有
余

不
以
道
自
拘

其
治
貴
清
平

科
條
簡
且
疎

唐
虞
至
商
周

唐
虞
よ
り
商
周
に
至
る
ま
で

臨
池
照
影
私
心
語

不
信
吾
無
後
世
名

吾
れ
に
後
世
の
名
無
き
を
信
ぜ
ず
と

（
詩
集
巻
十
一
、
編
得
）

池
に
臨
み
影
を
照
ら
し
て
私
か
に
心
語
す
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尋
い
で
哀
枚
四
十
五
、
六
歳
の
時
の
「
再
び
中
丞
に
贈
る
」

「
未
だ
必
ず
し
も
雨
胆
の
外
な
れ
ば
、

一
貫
に
心
期
有
り
。
程
朱
は
局
促
を

都
て
聖
人
と
殊
な
る
に
は
あ
ら
ず
」
と
云
っ
て
、
清
代
の
中

我
が
夢
は
終
に
蓬
蓬
た
り

聖
人
は
復
た
生
ぜ
ず

失
之
日
益
迂

未
必
酎
胆
坐

果
然
聖
人
徒

未
必
雨
賑
外

都
典
聖
人
殊

聖
人
不
復
生

我
夢
終
蓬
蓬

と
云
う
。
こ
の
詩
で
哀
枚
は
、
太
古
の
、
発
舜
の
世
か
ら
殷
固
へ
至
る
時
代
の
様
相
を
慕
い
、
当
時
は
、
「
道
を
以
て
自
ら
拘
せ
ず
」
「
科

條
は
簡
に
し
て
且
つ
疏
な
り
」
「
伝
心
異
趨
無
し
」
、
と
云
う
。
そ
し
て
、
神
秘
性
・
不
可
思
議
性
を
豊
か
に
懐
砲
し
て
い
た
人
間
の
、
そ

の
自
然
の
性
情
を
、
迂
闊
に
も
拘
束
し
隠
蔽
し
て
し
ま
っ
た
の
が
、
後
代
の
漢
儒
や
宋
儒
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
そ
の
漠
儒
や
宋
儒
を
遵
奉

す
る
当
今
の
為
政
者
で
あ
る
と
し
、

期
に
生
を
う
け
な
が
ら
も
、
そ
の
自
然
に
随
い
自
然
を
行
う
山
居
の
詩
人
の
自
負
を
詠
じ
る
。

ま
た
、
哀
枚
は
四
十
四
歳
の
時
の
詩
「
陶
淵
明
に
飲
酒
二
十
首
有
り
。
余
れ
天
性
飲
ま
ず
。
故
に
之
に
反
し
て
不
飲
酒
二
十
首
を
作

る
」
其
の
七
（
詩
集
巻
十
五
）
に
は
、
「
名
教
に
築
地
有
り
、
一
た
び
誤
て
ば
殊
に
暁
り
難
し
。
英
雄
と
文
人
は
、
往
往
に
し
て
佛
老
に
託
す
。

・・・（中略）

．．． 
吾
れ
學
び
て
窺
は
ざ
る
無
き
も
、
惟
だ
二
氏
の
書
を
憎
む
の
み
。

．．． 

（
中
略
）
・
・
・
大
道
に
周
孔
有
り
、
奇
兵
は
荘
周
よ
り
出

ず
」
と
云
う
。
こ
の
詩
で
哀
枚
は
、
孔
子
と
、
孔
子
の
尊
崇
し
て
や
ま
な
い
固
公
と
を
称
揚
し
、
ま
た
、
荘
子
に
は
敬
意
を
表
す
る
も
、

仏
氏
と
老
子
の
書
を
憎
む
と
云
う
。

（
詩
集
巻
十
六
）
に
は
、
「
．．． 

（前略）

．．． 
裾
を
引
き
て
経
義
を
問
へ
ば
、
理

を
析
ち
て
録
錨
を
窮
む
。
皇
王
を
相
窮
覚
し
、
周
孔
を
相
攀
追
す
。
匡
す
を
畏
れ
て
別
解
を
存
し
、

都
て
聖
人
と
殊
な
る
に
は
あ
ら
ず

未
だ
必
ず
し
も
両
鹿
の
外
な
れ
ば

果
然
と
し
て
聖
人
の
徒
な
る
に
は
あ
ら
ず

未
だ
必
ず
し
も
両
原
に
坐
せ
ば

之
を
失
ふ
こ
と
日
に
益
ミ
迂
な
り
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八
十
歳
か
ら
八
十
一
歳
の
時
の
詩
「
再
び
招
賓
山
に
過
り
、
海
を
観
る
四
首
」
の

ま

其
の
二
（
詩
集
巻
―
―
―
十
六
）
の
末
二
旬
に
は
、
「
宣
尼
果
し
て
海
に
浮
か
ば
ば
、
怪
を
語
り
也
た
驚
疑
せ
ん
」
と
詠
む
。
哀
枚
の
詩
集
に
よ

哀
枚
の
性
霊
観
（
西
村
）

認
め
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

漸
じ
、
鄭
馬
は
亦
た
糠
枇
な
り
、
と
。
更
に
周
易
の
義
を
談
じ
て
は
、
議
論
尤
も
恢
奇
な
り
。
此
の
大
聖
の
語
を
道
ふ
は
、
文
王
と
庖
義

と
な
り
。
六
龍
以
て
天
に
御
し
、
幽
賛
し
て
震
蕃
を
生
ず
。
後
人
相
去
る
こ
と
遠
く
、
鳩
の
天
池
を
窺
ふ
が
如
し
。
強
い
て
炎
象
の
義
を

は
じ

解
す
は
、
乃
ち
狂
痴
に
非
ざ
る
田
し
、
と
。
大
な
る
か
な
先
生
の
言
、
千
年
人
の
知
る
無
し
。
宣
尼
五
十
を
過
ぎ
、
方
め
て
敢
へ
て
繋
僻

つ

ね

お

そ

を
作
る
。
所
以
に
雅
に
三
を
言
ひ
、
易
を
以
て
教
垂
せ
ず
。
枚
は
道
を
聞
く
こ
と
の
晩
き
を
惜
し
む
も
、
今
日
良
師
を
得
」
と
詠
む
。

こ
の
詩
で
哀
枚
は
、
漠
儒
や
宋
儒
を
罵
倒
し
、
孔
子
・
周
公
を
敬
慕
し
て
、
文
王
・
庖
薮
を
大
聖
と
仰
い
で
い
る
。

右
に
記
し
た
衰
枚
の
三
つ
の
詩
を
み
て
私
が
特
に
興
味
を
覚
え
る
の
は
、
哀
枚
が
自
分
の
思
想
や
詩
文
観
の
基
盤
を
、
宋
儒
漠
儒
を
経

ず
に
直
ち
に
孔
子
周
公
を
渕
源
し
た
太
古
の
楽
地
に
求
め
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
哀
枚
の
意
識
に
お
い
て
は
、
こ
の
楽
地
に
荘
子

を
も
共
住
せ
し
め
て
い
る
と
思
え
る
こ
と
で
あ
る
。
更
に
言
え
ば
、
哀
枚
が
、
孔
子
さ
え
も
教
垂
し
な
か
っ
た
周
易
の
義
を
、
漢
儒
や
宋

儒
が
義
解
す
る
と
は
、
ま
さ
に
狂
痴
以
外
の
何
物
で
も
な
い
と
痛
罵
す
る
の
は
、
天
地
の
自
然
に
随
い
天
地
の
自
然
を
行
っ
て
、
自
分
の

性
情
を
培
っ
て
ゆ
く
と
す
る
哀
枚
の
、
規
格
を
力
排
す
る
意
識
の
吐
露
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
注
目
す
べ
き
こ

と
に
、
哀
枚
は
五
十
一
、
二
歳
の
時
の
詩
「
除
夕
、
蒋
力
]
生
編
修
の
詩
を
讀
み
、
即
ち
其
の
膿
に
倣
ひ
て
奉
題
す
」
三
首
の
其
の
二
（
詩

集
巻
二
十
）
に
、
「
天
を
仰
げ
ば
但
だ
日
月
の
有
る
を
見
る
の
み
、
筆
を
揺
か
せ
ば
便
ち
古
今
無
き
を
知
る
。
宣
尼
は
果
然
詔
の
築
を
用
ひ
、

未
だ
必
ず
し
も
笙
鋪
の
音
を
敷
術
せ
ず
。
俗
儒
は
鰹
樫
と
し
て
唐
宋
を
界
り
、
未
だ
華
詈
に
入
ら
ざ
る
に
先
に
夢
を
作
す
。

．．． 

（中略）

．．． 
只
だ
詩
能
く
合
ふ
を
論
ず
る
の
み
、
吾
が
意
は
吾
れ
之
を
取
る
。
優
孟
も
果
し
て
能
く
白
雪
を
歌
ひ
、
消
浪
の
童
子
も
皆
吾
が
師
な
り
。

否
ら
ず
ん
ば
則
ち
、
三
百
篇
中
の
蠍
を
噌
む
者
は
、
聖
人
は
取
る
と
雖
も
吾
れ
は
知
ら
ず
。

．．． 

（後略）

．．． 
」
と
云
う
。
す
な
わ
ち
、
哀

枚
に
と
っ
て
、
詩
は
い
か
な
る
規
格
化
を
も
峻
拒
し
て
、
あ
く
ま
で
自
己
の
内
な
る
自
然
に
忠
実
な
る
心
の
声
な
の
で
あ
り
、
た
と
え
殷

周
の
詩
を
集
め
た
毛
詩
三
百
篇
、
す
な
わ
ち
詩
経
の
中
の
詩
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
が
自
己
の
内
な
る
自
然
に
直
ち
に
響
か
ぬ
限
り
は
詩
と

ま
た
更
に
衷
枚
は
、
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と
云
う
。
こ
の
詩
で
哀
枚
は
、
今
み
た
青
苔
の
性
情
を
有
心
と
し
て
促
え
て
み
せ
る
。
こ
の
二
つ
の
詩
を
較
べ
て
み
て
面
白
い
の
は
、
哀

枚
が
心
情
の
語
と
性
情
の
語
と
を
極
め
て
明
白
に
使
い
分
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
格
別
に
私
の
興
味
を
惹
く
の
は
、
前
の
詩
に
み
え
る

青
苔
問
紅
葉

何
物
是
斜
陽

紅
葉
に
問
ふ

何
物
か
是
れ
斜
陽
な
る
と

各
有
心
恰
在

隧
渠
愛
援
涼

各
ミ
心
情
の
在
る
有
り

渠
に
蹄
ひ
て
悛
涼
を
愛
す

青
苔

同
に
春
風
を
領
す
も
各
ミ
性
情
あ
り

青
苔
は
日
を
避
け
葵
は
日
を
争
ふ

あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
前
章
に
み
た
よ
う
に
、

っ
て
総
じ
て
い
え
ば
、
哀
枚
が
最
晩
年
に
至
る
ま
で
孔
子
を
尊
崇
す
る
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

哀
枚
は
そ
の
詩
文
観
に
お
い
て
は
、
孔
子
に
全
面
的
に
荷
依
し
た
訳
で
は
な
く
、
時
に
こ
の
よ
う
に
、
独
立
孤
行
の
意
気
を
示
す
こ
と
も

「
烏
獣
は
共
に
同
群
す
可
か
ら
ず
」

ら
ず
、
自
分
は
「
猿
鳥
と
芳
隣
を
結
」
ん
で
詩
人
と
し
て
生
き
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
、
山
居
当
初
の
哀
枚
の
感
慨
と
考
え
合
わ
せ

老
住
空
山
歳
月
更

間
思
物
理
最
分
明

青
苔
避
日
葵
争
日

同
領
春
風
各
性
情

と
云
う
。
こ
の
詩
で
哀
枚
は
、
静
か
に
深
く
各
々
の
物
の
各
々
の
性
情
を
見
究
め
て
い
く
と
、
各
々
の
物
に
は
各
々
の
物
の
持
ち
味
が
あ

る
こ
と
が
分
明
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
青
苔
と
葵
の
性
情
は
、
各
々
自
ら
然
る
性
情
で
あ
り
、
当
然
と
は
い
え
、
人
為
の
加
わ
り
よ
う
の

な
い
性
情
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
哀
枚
は
五
十
三
、
四
歳
の
時
の
詩
「
苔
」
（
詩
集
巻
二
十
一
）
に
、

空
山
に
老
住
し
て
歳
月
更
は
り

物
理
を
間
思
し
て
最
も
分
明
な
り

因
み
に
、
哀
枚
は
五
十
歳
の
時
の
詩
「
老
任
」
（
詩
集
巻
十
九
）
に
、

て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

と
い
う
孔
子
の
言
葉
に
も
か
か
わ
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能
将
後
天
捨

自
有
先
天
興

青
苔
と
葵
の
、
自
然
に
隧
い
自
然
を
行
う
性
情
で
あ
り
、
こ
の
性
情
こ
そ
が
、
哀
枚
自
ら
の
性
情
・
性
情
観
に
相
即
す
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
哀
枚
は
五
十
五
、
六
歳
の
時
の
詩
「
岳
水
軒
焼
丹
圏
」
（
詩
集
巻
二
十
二
）
に
、

防
邑
已
賜
威
武
仲

守
之
果
固
誰
動
揺

勿
従
去
虞
留

但
従
来
虞
取

水
軒
先
生
悟
此
機

行
年
七
十
如
嬰
兒

造
化
未
だ
我
を
生
ぜ
ざ
る
と
き
は

此
の
権
は
天
の
操
る
所
な
り

造
化
既
に
我
を
生
ず
れ
ば

此
の
身
は
天
己
に
交
す

之
に
腺
り
て
尚
ほ
且
つ
君
を
要
む

何
ぞ
況
ん
や
自
家
の
性
と
命

之
を
守
れ
ば
果
し
て
固
く
誰
か
動
揺
せ
ん

但
だ
来
る
虞
に
従
ひ
て
取
る
の
み

能
く
後
天
を
ば
捨
て
れ
ば

自
ら
先
天
の
与
る
有
り

水
軒
先
生
此
の
機
を
悟
り

行
年
七
十
な
る
も
嬰
児
の
如
し

哀
枚
の
性
霊
観
（
西
村
）

握
之
尚
且
将
君
要

何
況
自
家
性
典
命

去
る
虞
に
従
ひ
て
留
む
る
勿
＜

防
邑
已
に
威
武
仲
を
賜
ひ

君
不
見

君
見
ず
や

造
化
未
生
我

此
櫂
天
所
操

造
化
既
生
我

此
身
天
已
交

（
前
略
）
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（
後
略
）

或
は
周
官
の
亡
を
道
ふ

衆
訟
す
る
こ
と
数
千
年

長
夜

と
云
う
。
す
な
わ
ち
、
人
間
の
内
な
る
自
然
の
性
情
就
中
そ
の
性
は
、
天
に
由
っ
て
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
は
天
地
の
間
に
生
を
う

け
る
に
あ
た
っ
て
、
天
の
自
然
の
は
た
ら
き
と
通
じ
あ
う
性
を
個
々
に
先
天
的
に
賦
与
さ
れ
て
い
る
、
そ
し
て
天
の
自
然
の
は
た
ら
き
に

随
い
、
後
天
的
な
も
の
を
切
り
捨
て
れ
ば
、
自
ず
と
自
ら
の
先
天
的
な
性
を
現
わ
す
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
に
個
々
の
自
然
の
命
も
定
ま
る

の
だ
と
哀
枚
は
云
う
。
た
だ
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
詩
に
み
え
る
「
嬰
児
」
の
語
に
託
し
た
哀
枚
の
思
い
が
、
単
に
純
粋
な
本
性

を
保
持
す
る
も
の
の
象
徴
に
と
ど
ま
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
そ
も
そ
も
天
の
神
秘
的
な
は
た
ら
き
を
稟

け
て
生
ま
れ
た
嬰
児
の
生
性
は
、
欲
し
い
と
き
に
は
貪
欲
な
ま
で
に
欲
し
が
り
、
一
瞬
表
情
を
変
え
て
は
何
や
ら
哺
哺
と
口
を
動
か
す
、

そ
の
生
性
の
自
然
に
随
い
自
然
を
行
う
様
相
は
如
何
に
も
不
可
思
議
な
も
の
を
懐
抱
す
る
が
、
そ
れ
は
こ
れ
か
ら
生
き
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら

な
い
人
間
の
生
の
た
め
の
性
を
、
天
性
と
し
て
生
得
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
生
性
を
懐
抱
し
成
長
し
て
ゆ
け
ば
、
人
間
は
天
地

自
然
の
神
秘
的
な
は
た
ら
き
と
よ
く
感
応
し
合
え
る
性
情
を
保
持
し
て
ゆ
け
ろ
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
を
よ
り
強
く
意
味
す
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
前
述
に
み
た
よ
う
に
、
哀
枚
の
山
居
す
る
に
際
し
て
の
、
自
然
に
随
い
自
然
を
行
う
の
だ
と
す
る
性
情
は
、
正
に
こ
の
よ

う
な
天
性
の
自
然
に
随
い
、
こ
の
よ
う
な
天
性
の
自
然
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
哀
枚
は
七
十
歳
の
時
の
詩
「
遣
懐
雑
詩
」
二
十
四
首
の
其
の
九
（
詩
集
巻
111

+
-
）
に
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

宋
儒
談
性
理
宋
儒
は
性
理
を
談
じ

漢
儒
談
典
章
漢
儒
は
典
章
を
談
ず

或
疑
尚
書
偽
或
は
尚
書
の
偽
を
疑
ひ

或
道
周
官
亡

衆
訟
敷
千
年

長
夜
無
燭
光

燭
光
無
し
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衷
枚
の
性
霊
観
（
西
村
）

何
不
往
詢
之

所
苦
無
舟
航

傷
哉
鯛
獨
生

捕
影
柾
自
忙

雖
有
記
事
珠

不
如
返
魂
香

姻
を
生
じ

何
ぞ
往
き
て
之
に
詢
ね
ざ
ら
ん

我
聞
祖
渠
遜

言
人
浮
海
洋

親
見
孔
聖
人

絃
歌
聾
未
央

七
十
二
弟
子

羅
立
自
成
行

声
未
だ
央
き
ず

七
十
二
弟
子

羅
立
し
て
自
ら
行
を
成
す

苦
し
む
所
は
舟
航
無
き
な
り

傷
ま
し
い
か
な
触
触
生
は

影
を
捕
え
て
柾
ら
に
自
ら
忙
し

記
事
の
珠
は
有
る
と
雖
も

返
魂
香
に
如
か
ず

哀
枚
が
そ
の
性
・
性
情
観
の
根
本
に
据
え
た
も
の
は
、
人
間
が
天
性
と
し
て
生
得
す
る
生
の
た
め
の
性
で
あ
っ
た
。
こ
の
詩
で
哀
枚
は
、

漢
儒
や
宋
儒
の
唱
導
が
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
物
事
の
分
別
を
弁
え
る
が
如
く
し
て
、
そ
の
実
、
瑣
瑣
た
る
徳
目
に
拘
泥
し
、
徒
ら
に
自

ら
の
性
命
を
痙
蔽
し
て
生
命
を
衰
弱
さ
せ
る
人
間
性
で
あ
り
、
あ
の
触
触
生
の
よ
う
な
人
間
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
は
死
者
の
霊
魂
を
呼
び

も
ど
す
と
い
う
返
魂
香
に
も
及
ば
な
い
の
だ
と
云
う
。
そ
し
て
、
「
親
し
く
孔
聖
人
を
見
る
に
、
絃
歌
声
未
だ
央
き
ず
」
と
し
て
、
自
ら

の
詩
人
と
し
て
の
自
負
を
示
す
の
で
あ
る
。

ま
た
、
哀
枚
は
七
十
二
歳
か
ら
七
十
五
歳
の
時
の
詩
「
春
日
偶
吟
」
十
三
首
の
其
の
五
（
詩
集
巻
一
1

一
十
二
）
に
、

堅
泳
乍
散
水
生
姻

堅
泳
乍
ち
散
じ
て
水

親
し
く
孔
聖
人
を
見
る
に

絃
歌
人
海
洋
に
浮
ぶ
と
言
ふ
と

我
れ
聞
く
祖
渠
遜
は
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小
草
春
を
知
る
こ
と

荷
葉
は
自
ら
舒
び
蕉
は
自
ら
捲
く

性
情
の
生
就
は
総
て
天
に
由
る

と
云
う
。
前
述
の
「
老
住
」
詩
で
衷
枚
は
、
青
苔
と
葵
の
、
自
然
に
隧
い
自
然
を
行
う
性
情
を
詠
じ
て
い
た
が
、
こ
の
詩
で
哀
枚
は
、
荷

葉
や
芭
蕉
の
自
然
に
随
い
自
然
を
行
う
性
情
を
と
り
あ
げ
、
し
か
も
そ
れ
が
天
に
由
る
生
就
、
す
な
わ
ち
天
生
・
天
然
で
あ
る
と
云
う
。

こ
れ
ま
で
膜
々
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
す
で
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
ま
た
詩
人
と
し
て
の
人
生
を
貫
く
哀
枚
の
感
慨
が
籠
め
ら

れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
同
じ
く
七
十
二
歳
か
ら
七
十
五
歳
の
時
の
詩
に
哀
枚
は
、
コ
ニ
オ
の
萬
象
は
継
て
輪
回
な
り
」
（
前
出
）

と
詠
ん
で
い
る
。
三
十
八
歳
以
降
培
っ
て
き
た
哀
枚
の
性
情
就
中
そ
の
性
は
、
七
十
二
歳
か
ら
七
十
五
歳
の
頃
に
は
、
自
然
の
輪
回
と
で

以
上
を
要
す
る
に
、
哀
枚
の
懐
抱
す
る
性
情
観
は
、
万
物
の
性
、
就
中
人
間
の
性
は
、
天
の
神
秘
的
な
は
た
ら
き
を
稟
け
た
不
可
思
議

に
し
て
多
様
多
彩
な
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
漢
儒
や
宋
儒
の
よ
う
に
、
徒
ら
に
人
為
的
な
規
範
・
拘
束
を
設
け
て
こ
れ
を
塑
関
す
べ
き

で
は
な
い
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
言
を
加
え
れ
ば
、
か
っ
て
楽
地
の
人
々
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
天
地
自
然
の
神
秘
的
に
も

不
可
思
議
な
心
を
こ
そ
自
分
の
心
と
し
て
、
折
り
に
ふ
れ
事
に
つ
け
て
は
、
天
地
自
然
と
素
朴
に
感
応
し
あ
え
る
天
性
の
性
情
を
、
豊
か

に
培
い
保
持
す
べ
き
だ
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ギ
塾
枚
は
一
1]

＋
八
歳
以
降
終
生
に
わ
た
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
遂
行
し
て
在
野
の
詩
人
と
し
て
の
成
功
を
収
め
た
が
、
一
方
で

そ
の
生
活
は
豪
奢
に
流
れ
、
と
か
く
の
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
哀
枚
は
そ
の
最
晩
年
の
詩
「
老
い
を
悪
む
八
首
」
其

の
六
（
詩
集
登
1]

＋
六
）
で
、
「
昔
吾
れ
少
く
し
て
也
た
賤
な
る
も
、
性
は
却
っ
て
豪
奢
を
愛
す
」
と
詠
じ
る
が
、
天
性
の
自
然
に
随
い
天

性
の
自
然
を
行
う
の
だ
と
し
て
生
き
抜
い
て
き
た
哀
枚
の
感
慨
が
窺
わ
れ
て
興
味
深
い
。

も
い
う
よ
う
な
不
可
思
議
な
も
の
を
懐
抱
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

小
草
知
春
比
樹
先

荷
葉
自
舒
蕉
自
捲

性
情
生
就
総
由
天

樹
に
比
べ
て
先
ん
ず
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衷
枚
の
性
霊
観
（
西
村
）

四
、
衰
枚
の
性
霊
観

哀
枚
の
性
霊
観
は
、
前
章
に
み
た
よ
う
な
性
情
観
の
中
で
展
開
さ
れ
る
。

哀
枚
が
自
分
の
詩
で
初
め
て
性
霊
の
語
を
用
い
る
の
は
、
六
十
四
、
五
歳
の
時
の
詩
「
静
裏
」
（
詩
集
巻
二
十
六
）
に
お
い
て
で
あ
り
、

蛛
絲
一
棲
分
明
在

不
是
閉
身
看
不
清

草
木
都
須
氣
運
扶

ま
た
、
七
十
二
歳
か
ら
七
十
五
歳
の
時
の
詩
「
花
樹
の
為
に
蛛
絲
を
捺
り
、
運
気
の
説
に
感
ず
る
有
り
」

草
木
は
都
て
気
運
の
扶
け
を
須
つ
も
ヵ

労
観
す
る
は
只
だ
静
の
工
夫
を
少
く
の
み

灰
糸
の
蛛
網
欺
蒙
す
る
虞

病
樹
常
に
多
く
し
て
好
樹
無
し

労
観
只
少
静
工
夫

灰
絲
蛛
網
欺
蒙
虞

病
樹
常
多
好
樹
無

と
云
う
。
後
詩
で
「
静
の
工
夫
」
と
は
、
具
体
的
に
は
蛛
の
糸
を
捺
り
払
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
前
詩
に
よ
れ
ば
、
そ
の
「
静
の
工
夫
」

は
、
「
閉
身
」
に
し
て
始
め
て
よ
く
で
き
る
こ
と
の
よ
う
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
「
静
の
工
夫
」
の
う
ち
に
、
自
ら
「
性
震
が
見
わ
れ

る
」
。
そ
し
て
そ
の
性
霊
と
は
、
「
井
に
人
の
汲
む
無
く
夜
泉
生
ず
」
る
が
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
花
樹
を
蔽

っ
て
そ
の
生
命
を
欺
＜
蛛
の
糸
は
、
明
ら
か
に
、
徒
ら
に
人
を
拘
束
し
て
そ
の
天
性
自
然
の
性
情
を
蔽
い
生
命
を
欺
く
漢
儒
宋
儒
の
徒
輩

是
れ
閲
身
な
る
に
あ
ら
ず
ん
ば
看
て
清
な
ら
ず

蛛
糸
一
棲
分
明
に
在
り

静
裡
工
夫
見
性
震
静
裡
に
工
夫
す
れ
ば
性
霊
見
は
れ

井
無
人
汲
夜
泉
生
井
に
人
の
汲
む
無
く
夜
泉
生
ず

そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
云
う
。

（
詩
集
巻
―
―
-
+
―
―
)
に
は
、
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を
指
し
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
哀
枚
が
「
静
の
工
夫
」
と
云
う
こ
と
の
真
の
意
味
は
、
哀
枚
が
そ
の
人
生
に
お
い
て
、
前

述
の
三
十
八
歳
の
時
の
「
消
夏
詩
」
で
褒
瑶
・
頭
衡
を
前
生
の
性
と
し
、
空
明
・
水
精
を
今
後
の
性
と
し
て
い
く
の
だ
と
し
た
、
山
居
に

際
し
て
の
性
情
を
保
持
し
な
が
ら
、
漢
儒
や
宋
儒
の
蛛
の
糸
の
よ
う
な
欺
蒙
を
注
意
深
く
捺
り
除
き
、
あ
た
か
も
蛛
の
糸
を
掠
り
除
か
れ

た
花
が
天
然
の
生
気
を
と
り
も
ど
す
よ
う
に
、
人
為
的
な
拘
束
に
と
ら
わ
れ
な
い
天
性
自
然
の
性
情
を
、
自
ら
の
心
に
豊
か
に
蘇
生
さ
せ

充
実
さ
せ
て
き
た
、
そ
の
こ
と
を
云
う
。
そ
れ
故
に
こ
そ
哀
枚
の
恢
抱
す
る
性
霊
は
、
そ
の
よ
う
な
天
性
の
自
然
に
随
い
天
性
の
自
然
を

行
う
性
情
の
中
に
、
ち
ょ
う
ど
井
戸
に
夜
泉
が
涙
々
と
湧
き
出
る
よ
う
に
、
不
可
思
議
に
も
神
秘
的
に
も
見
わ
れ
出
で
て
、
永
遠
の
命
脈

を
保
っ
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
然
る
に
多
く
の
人
々
は
、
あ
ま
た
の
拘
束
に
縛
ら
れ
て
病
む
ば
か
り
で
、

間
の
性
情
を
発
露
で
き
ず
、
ま
た
人
生
の
機
に
ふ
れ
折
に
ふ
れ
、
そ
う
し
た
性
情
と
い
う
も
の
に
積
極
的
に
思
い
を
致
す
こ
と
も
し
な
い
、

と
哀
枚
は
云
う
。

ま
た
、
ギ
登
枚
は
今
み
た
「
静
裏
」
詩
を
作
っ
た
の
と
同
じ
六
十
四
、
五
歳
の
時
に
、
次
の
よ
う
な
詩
を
詠
ん
で
い
る
。

千

齢

會

上

酒

盈

庖

酒

尼

に

盈

ち

八
首
吟
成
絶
妙
詞

福
壽
能
兼
遠
有
母

性
情
以
外
本
無
詩

東
山
絲
竹
供
陶
寓

西
浙
文
章
佼
主
持

可
惜
超
超
元
妙
虞

震
犀
一
貼
少
人
知

千
齢
会
上

八
首
吟
成
す
絶
妙
詞

福
寿
能
＜
兼
ね
還
た
母
有
り

性
情
以
外
本
よ
り
詩
無
し

震
犀
の
一
点

（
詩
集
巻
―
―
十
六
、
寄
懐
錢
瑣
沙
方
伯
予
告
蹄
里
四
首
之
其
―
-
）

西
浙
の
文
章
は
主
持
に
佼
る

惜
し
む
可
し

超
超
元
妙
の
虞

な

人
の
知
る
少
し

東
山
の
糸
竹
は
陶
写
に
供
し

こ
の
神
妙
不
可
思
議
な
人
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こ
の
詩
に
よ
れ
ば
哀
枚
は
、
天
性
の
自
然
に
隣
う
性
情
を
写
す
詩
に
は
、
「
超
超
元
妙
の
虞
、
震
犀
一
貼
」
の
通
が
あ
る
と
す
る
。
加
言

す
れ
ば
、
天
性
の
自
然
に
随
う
性
情
を
持
し
て
、
天
性
の
自
然
に
隣
う
性
情
を
写
し
た
詩
を
味
わ
う
と
き
、
知
ら
ず
識
ら
ず
の
う
ち
に
霊

妙
不
可
思
議
な
る
詩
心
と
詩
心
と
の
疏
通
が
お
こ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
性
霊
と
は
、
そ
の
よ
う
な
は
た
ら
き
を
も
す
る
も
の
の
よ
う
で

但
肯
尋
詩
便
有
詩

震
犀
一
貼
是
吾
師

夕
陽
芳
草
尋
常
物

解
用
都
為
絶
妙
詞

す
な
わ
ち
こ
の
詩
に
は
、
天
地
自
然
の
万
物
万
象
と
心
の
疏
通
す
る
、
性
霊
詩
人
哀
枚
の
姿
が
、
哀
枚
自
身
に
よ
っ
て
写
し
出
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

あ
る
。

霊
犀
の
一
点
是
れ
吾
が
師
な
り

夕
陽
芳
草
は
尋
常
の
物
な
る
も

ょ解
く
用
ふ
れ
ば
都
て
絶
妙
の
詞
と
為
る

哀
枚
の
性
霊
観
（
西
村
）

（
詩
集
巻
―
―
-
+
―
―
-
、
遣
興
二
十
四
首
之
其
七
）

但
だ
肯
へ
て
詩
を
尋
ぬ
る
の
み
に
し
て
便
ち
詩
有
り

さ
て
、
哀
枚
は
七
十
六
歳
の
時
の
詩
に
次
の
よ
う
に
云
う
。

119 




